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平成 19年度（第23回）支部総会を開催 

平成19年6月 24日（日）午後1時30分か

ら、さいたま市民会館うらわで、支部総会を

開催しました。 

●記念講演 

長野誠治の司会で始まり、記念講演は、本

部サンクチュアリ室の山本裕氏（下写真）の 

「三宅島 2000 年噴火からの自然の回復と野

鳥たち」。2001年度の支部総会と本誌同年10 

月号で、噴火間もない三宅島の鳥たちを語っ

てくれた同氏が、それからの変化について講

演しました。 

●議長など 

藤捌呆司支部長の開会の挨拶で総会が始ま

り、田辺八州雄が議長に、浅見徹が書記、大

坂幸男・福井恒人が議事録署名人に選出され

て、議事に入りました。 

●i 8 年度事業報告と19年度事業計画（案） 

海老原美夫事務局担当副支部長が、平成18 

年度に実施した事業について説明し、各部長

がそれぞオ備足説明をしました。主な部分は

次の通りです。 

［総務・事務局関係］ 

会員の増加を 18 年度の重点目標のひとつ

としたが、57人減少した。第 30 回関東ブロ

ック協議会を主催した。 

［保護活動関係］ 

18年度の重点目標のもうひとつとして「渡

良瀬遊水池をラムサール斜勺登録地に」署名

運動に協力した。第60回全国野鳥保護の集い

で、福井恒人の長年にわたる鳥獣保護員とし  

の活動が認められ、環境省自然環境局長賞を

受賞した。関東地方で初めて繁殖が確認され

たシロハラクイナの保護活動をした。マンシ

ョン建設現場のコアジサシコロニーの保護活

動をした。 

［普及活動関係］ 

普及部（部長】橋口長和）が担当した探鳥会

は、計画 118 回、雨天中止 11回、勃奮 107 

回＝=1カ月平均 8.9回、合計参加者数、736 

人=1回平均44. 3人に及んだ。その他、学校

などで9件14回にわたり普及活動をした。 

［調査研究関係］ 

研究部（部長司、荷田行男）は、タカの渡り、 

カモ・ハクチョウ類、シギ・チドリ類、県内

野鳥分布調査を継続した。 

記録委員会（委員長房、林みどり）は、1種

を初確認として記録し、県野鳥チェックリス

ト 2006年版を発行した。 

［編集活動関係］ 

編集部（部長】山部直喜）は、『しらこばと』 

を年12回、合計25, 200 部発行した。 

［事業活動関係］ 

事業部（部長】福井恒メJ は目標売上額を

上回った。 

引き続き、19年度を会員増加3カ年計画の 

2年目として、前年度に達成できなかった年

度内会員翻売少ゼロを目指す、などとした19 

年度事業計画（案）が説明され、一括承認され

ました。 

●18年度決算と19年度予算（案） 

18 年度決算について、仮払金というのは、 

普及部費用と編集部費用を予算額そのまま仮

払金として一時支出し、次の年度で清算して

いるものであること、振替未了金は、事業部

の売上金を一般会計の口座で受領し、年度内

に振替できなかった分で、19年度で既に振替

済みであることなどを事務局担当が説明しま

した。石川敏男・楠見邦博両監事が監査結果

を報告した後、19年度予算案について説明が

あり、一括承認されました。 
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●i 9 年度役員 

長島宏之から役員退任の申し

出があり、前年度役員のうち38 

名を再任、新たに青木正俊・持

丸順彰・山口芳邦の3名を新任

として推薦する案が承認されま

した。新役員の挨拶の後、総会

を一時中断して 19 年度役員に

よる最初の役員会を同じ場所で

開催、支部長・副支部長・監事

を前年度と同じく選出すること

が議決されました。 

［支部長］藤掛保司Uリ越市） 

［副支部長］ 海老原美夫（さ

いたま市） 

［幹事］ 青木正俊（さいたま

市） 浅見徹（さいたま市） 新

井巌（深谷市） 石井智（鴻巣市） 

石光章（所沢市） 伊藤芳晴（川

口市） 井上幹男（長瀞町） 内

田孝男（古河市） 榎本秀和（鴻

巣市） 大坂幸男（上尾市） 大

津砧（深谷市） 北川慎一（本庄

市） 喜多峻次（小川田D 工藤

洋三（さいたま市） 倉林宗太郎 

（さいたま市） 小池一男（寄居

町） 後藤康夫（嵐山町） 小荷

田行男（さいたま市） 小林みど

り（大和市） 佐久間博文（川越

市） 島田恵司（鴻巣市） 杉本

秀樹（習志野市） 田中幸男（蓮

田市） 田退八州雄（越谷市） 

玉井正晴（蓮田市） 手塚正義 

（川口市） 内藤義雄（鴻巣市） 

中里裕一（騎西町） 中島康夫 

（蓮田市） 長野誠治（さいたま

市） 橋口長和（春日部市） 長

谷部謙二（川越市） 菱沼一充 

（白岡町） 福井恒人（さいたま

市） 持丸順彰（志木市） 山口

芳邦（新座市） 山部直喜（三郷

市） 

［監事］ 石川敏男（春日部市） 

楠見邦博（さいたま市）  

日本野鳥の会埼玉県支部18年度決算・19年度予算 

収入の部 項 	目 18年度決算 19年度予算 
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1,800, 181 
5, 000, 000 

700, 000 
2, 000 

110, 492 
事業部会計合計 7, 593, 005 7, 612, 673 

総合計 16, 080, 524 15, 537, 214 

支出の部 項 	目 18年度決算 19年度予算 
―般会計 引器備品費 

消耗品費 
支部報印刷費 
支部報発送半斗 
印刷コピー代 
通信費 
雑費 
家賃 
水道光熱費 
総務部費用 
普及部費用 
編集部費用 
研究部費用 
関東フ。ロック協議会会議費 
予備費 
仮払金残 
振替未了金 
期末繰越金 

1, 523 
15, 357 

1, 256, 84-4 
928, 296 
224, 511 
120, 093 
128, 118 

1, 066, 000 
52, 461 
32, 690 

190, 412 
50, 000 
7, 140 

389, 945 
0 

29, 588 
0 

3, 994, 541 

100, 000 
20, 000 

1, 300, 000 
940, 000 
230, 000 
150, 000 
130, 000 

1, 000, 000 
60, 000 

130, 000 
220, 000 
50, 000 
30, 000 

0 
500, 000 

0 
110, 492 

2, 954, 049 
一般会計合計 8,487, 519 7, 924, 541 

事業部会計 事業部仕Mt金
雑費 
運営準備積立金
振替未了金 
期末繰越金 

680, 652 
1, 680 

5, 000, 000 
110, 492 

1, 800, 181 

600, 000 
5, 000 

5, 000, 000 
0 

2, 007, 673 
事業部会計合計 7, 593, 005 7, 612, 673 

総合計 16, 080, 524 15, 537, 214 

新役員 

青木正俊 
	

持丸順彰 
	

山口芳邦 
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2007 年春 シギ・ チドリ類調査報告 
日本野鳥の会埼玉県支部研究部 

日時：2007 年4月 29 日 9:3O--11:j5 

場所：さいたま市西区ノ桜区大久保農耕地

天候：快晴 

当日は東シナ海の高知王がゆるやかに本州

を覆っていたため、関東地方は晴れました。 

連休の中日にもかかわらず、支部会員14名の

ご協カが得られました。ありがとうございま

した。 

観察された磁・個f撤は5種 304羽で、 

昨年春と比較すると 2種 156 羽少なくなり  

ました。個体数の減少は、昨年に比べるとム

ナグロが 161羽少なかったことが大きく影響

しています。また、今回の調査では、ムナグ

ロがA区B区では融されず、ほとんどがA 

S 区で観察されました。 

グラフは大久保農耕地におけるムナグロと

それ以外のシギ・チドリ類の個体数を、表は

今までのカウント結果をまとめたものです。 

（石井 智） 

  

ムプーグロとそ・れ．E‘タ下のシAど・チドリ類 
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ト 結 果 （大久保農耕地） 

年 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 '994 '995 1996 1987 1998 1999 2叩 2001 2加2 2加3 2004 2叫 2鵬 2加7 

合 計 踊 査 日 ‘ノ2, ‘ノ29 4/29 4/28 4/29 4/29 4/29 4/29 4ノ” 4/29 ，ノ29 ‘ノ2, 4/29 ‘ノ2, ，ノ29 ‘ノ28 4/29 4/29 1/29 4/29 4/29 

天 	隣 晴れ 雨 晴れ 曇り 雨 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 快晴 快晴 ．り 晴れ 骨り 晴れ 晴れ 快晴 “快， 曇り 快晴 

1 タマシギ 2 2 

2
  
コチドリ 5 1 2 1 1 4 7 I I 2 5 2 , 9 4 4 2 8 63 

3 シ口チドリ 1 I 
4 ムナグ口 400 444 4田 824 4叫 386 381 277 127 534 178 '43 1加 ''5 304 153 1加 413 3 444 283 0491 
5 ケリ l I 
8 キョウジョシギ 3 7 2 2 2 1 2 4 2 1 1 3 3o 
1 トウネン 1 I 
B ウズラシギ 2 2 I 1 8 
, ハマシギ 2 10 30 24 1 9 78 

TO アオアシシギ 4 2 I 7 3 7 2 1 27 
Ti タカブシギ 50 52 69 16 4 6 6 '3 25 5 I 5 2 , 1 6 262 
12 キアシシギ 2 3 2 1 2 1 I' 
is イソシギ 2 , ' 1 5 
I' オグ口シギ 1 ' 
15 チュウシャクシギ 12 8 7 8 3 1 13 12 ii 2 10 2 S Ii 4 2 3 6 3 5 6 133 
18 コシャクシギ 1 I 
'7 タシギ '4 30 '9 ii 4a 3' 2' TO 26 12 3 8 3 3 , 2 '3 3 B 284 
18 オオジシギ I , 2 

ジシギ鳳 1 1 3 2 1 2 1 I' 
,9 ア加りtレ乃シキ‘ , 1 

シギ麟 5 5 
合 	計 493 542 824 701 528 443 454 319 '99 584 191 158 153 136 315 168 206 432 23 480 加4 7414 



三宅島を詠む 

石光 章（所沢市） 

鳥を題材に短歌を詠み始めて2年足らず。 

試しに応募した愚作が『野鳥』誌に採用され

たのが運の尽きで、目ざとい編集長から「三宅

島で3首詠んで来てください！」との厳命が 

重い“宿題”は、往きの船中奏賭l会の楽し

い盛り上がりでまず1首解決。 

「鳥見んと集える仲間楽しかり 

鳥を見ずして心華やぐ」 

天候に恵まれた三宅島は、去年より更に緑

が戻っている感じがして、鳥の声も一段と元

気に聴こえた。 

「火の山の怒り静まり命満つ 

噴火後七年固有種元気」 

帰りの航路では、オオミズナギドリが絶え

間無く飛TI)続けていた。こんなに大量のオオ

ナギを見たことはかつてなく、しばし見とれ

てしまった。 

「海と空二つの蒼（あお）を縫う如く 

白き腹見せ海鳥の舞う」 

三宅島は、楽しいバードアイランドだっ

た！ 

幸運？ ご利益？ 天罰？ 

青木正俊（さいたま市） 

三宅島探鳥会も終わったある日、山の神様

が「少しは家のことを手伝って！ 家族をお 

いて1人で三宅島にいったんだからさー」 

「はひ！ わかりました」 

というわけで家にいることになった日のこと

でした。朝から家事の手伝いをしていました

が、妻が買い物に行った隙に、よし！ 今の

うちだ、と近くの雑木林にスコープを抱え鳥

見に行っちやいました。 

うろうろしていると、“チョットコイ、チョ

ットコイ’’とはじける締麗な噂りが。「あつ、 

キビタキ4羽。やったー」。“ヒンカラララー、 

ヒンカラララー’’「えつ？コマドリ？」。スコ 

ープを可4蚤に置いたまま薮の中を進むとコマ

ドリが嚇っているではないですか。「やった 

オオタ力（久保田忠資） 

ね」。 

間もなくコマドリは奥に行ってしまいまし

た。「今日は凄い。家の手伝いなんかどうでも

いい！」と思っていると、小鳥の声が全くし

なくなってしまいました。 

「あれ一？」と思いながら後ずさりしてい 

ると後ろから“ピーッ” とケタタマシイ声。 

ギョッ！ と振り返るとオオタカが私のスコ 

ープに乗ってこちらを呪んでいるではないで

すか。その距離約3~4メートル。 

「ギェー、これが鷹の前に出た雀だよ。あ

れ？ 維だっけ？」。 

“ピーッ、ピーッ” 

「ヒエー、ごめんなさし、 あなた様の狩場

とは知らなかったんですー。え～と、この場

合は目をそらさずに下がるんだっけ？ それ

とも目をそらすんだっけ？」 

分からなくなりとにかく噛をみながらずる 

ずると下がろうとすると、オオタカは身をか

がめ、私をめがけバッと飛朔。「ギャー、襲わ

れるー」ととっさに二枚目の顔？を隠し、し

ゃがみこみました。私のどれくらい上を飛ん

だかはわかりませんが、羽音や風を感じまし

たから1メートノ目よ無かったと思います。放

心状態がしばらく続きスコープを見るとしっ

かり鷹の爪跡がついていました。キビタキを

見てからオオタカが去るまで 10 分程の出来

事でした。 

家に帰ると今度はオオタカではなく山の神

様が脱んでいました。「ヒエーー、山の神様の方

が怖いー！」 
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野鳥情報〕 

さいたま市緑区中野田 ◇3月15日、埼玉ス

タジアム南端の遊水池の中央付近にタシギ

の群れ、なんと45羽。 4月 4 日、同池で、 

クサシギ10羽＋、タシギ 5羽＋、コチドリ 

10羽＋、ハクセキレイ 5羽＋、バン2羽（佐 

藤宏）。◇3月23日、埼玉スタジアム遊水地 

でクサシギ1羽、タシギ15羽、コチドリ10 

羽。 3月27日、同所でクサシギ 7羽、タシ

ギ17羽、コチドリ13羽、ツバメ飛ぶ（鈴木

紀雄）0 

さいたま市岩槻区新方須賀 ◇3月27日、刈

られたアシ原の濯木にとまるオオタカ若鳥 

1羽がにらみを効かせていた（鈴木紀雄）。 

さいたま市岩槻区岩槻文化公園 ◇ 3月28日、 

ヒドリガモ約70羽の群れ、ヤマガラ、カケ 

ス、ベニマシコ子1羽、ウソ早 4羽など冬 

鳥健在の中、ツバメが計7羽飛ぶ。ハイタ 

カの飛翻。 3月29日、ウソ、ベニマシコ、 

ヒガラ、ジョウビタキ、アカゲラ、ルリビ 

タキ早。尾のないカケスも無事に越冬した

ようだ。荒地から目線の高さに飛び移った

小鳥、なんとカヤクグリだった。3月31日、 

まだベニマシコ、ヤマガラ、ジョウビタキ、 

シメ、ウソがいる。ここでは珍しいトビが、 

カラスにモビングされていた（鈴木紀雄）。 

サギのコ口ニー（宇田川障雄） 

さいたま市岩槻区掛 ◇4月18日早朝、田ん

ぼでムナグロ24羽、今季初認。 4月21日早

朝、ムナグロ40羽（本多己秀）。 

さいたま市見沼区深作 ◇4月1日、遊水池

でョシガモ、キセキレイ。ヒレンジャク 2 

羽、柳の新芽を食べていた。4月18日早朝、 

タカブシギ2羽、ツバメ、セッカ、ツグミ、 

オカョシガモ、コガモ、カルガモ、ハシビ

ロガモ、アオサギ、カワウ、カイツブリな

ど。 4月19日、田んぼでタカブシギ 2羽。 

4月20目、遊水池でオオジュリン10羽＋、 

タシギ1羽、キジ子1羽、アオジ（さえずり

もよく聞こえた）、オカョシガモ 8羽、ョシ

ガモ1羽、コガモ、カルガモ、ハシビロガ

モ、カイツブリ、ツバメ、ツグミ、ヒバリ。 

4月21日、ウズラ1羽、アマサギ2羽、ダ

イサギ 2羽、コサギ9羽、コガモ、カルガ

モ、ハシビロガモ、オオジュリン12羽、ア

オジ、セッカ、タシギ1羽、ジシギ類1羽、 

タカブシギ 4羽、クサシギ1羽（本多己秀）。 

さいたま市見沼区丸ケ崎 ◇4月15日、麟

川でイソシギ 2羽、コガモ1羽月十、カルガ

モ10羽＋、モズ 2羽、ヒバリさえずる。カ

ケス多し。オナガ、ハクセキレイ、ツバメ、 

ツグミ。汚れた川に大きな鯉が多数泳いで

いた。 4月19日、キジ子1羽、アオサギ、 

セグロセキレイ。ハヤブサ1羽、 7~8m 

位の低空を滑空してやってきた。翼長く、 

曲がり鋭い。下面白っぽかった。アシ原で

オオジュリン 3 羽＋（本多己秀）。 

蓮田市黒浜東埼玉病院 ◇ 3月23日、オオタ

カ1羽、上空高く飛ぶb更に別にもう1羽。 

ウグイスのさえずりが上手になった。カケ

ス、ツグミ、コジュケイ 6羽、シジュウカ

ラ、ヤマガラ、アオジ、シロハラ、シメ、 

オナガ、モズな乙 3月30日、アオジとカ

ケスが多い。コガラ、ジョウビタキ。ウズ

ラ1羽、笹薮の端にいた。ツバメ当地で今

季初認。 4月 2日、アオゲラ「ピョー」と

鳴き、姿も見られた。ホオジロ、キジ子、 

コジュケイ、カシラダカ、カケス、ツバメ、 

ジョウビタキ子、コゲラ、ウグイス。ヤマ

ガラ 5羽＋にシジュウカラが混じっていた。 

オオタカ1羽、上空を旋回。 4月21日、ヒ 
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ガラ、カケス、コゲラ、ツグミ、シジュウ

カラ、キジ子 1羽、シロハラ2羽（本多己

秀）。 

蓮田市黒浜 ◇3月27日、ベニマシコ 3 羽、 

アリスイ 1羽が羽繕い。別のところでもア

リスイの声、 2羽いる？ アカゲラの声、 

コチドリ 2羽、タシギ1羽な＆ 3月28日、 

アシ原でベニマシコ、桜の木でウン 3羽、 

用水路でクサシギ 2羽、松林でビンズイ 3 

羽。ツミ、ハヤブサ、オオタカが飛ぶ。 3 

月31日、沼畔でクイナ1羽（鈴木紀雄）。◇ 

4月18日早朝、田んぼでミヤマガラス24羽、 

全て成鳥 4月19日、ミヤマガラス 3羽（本

多己秀）。 

蓮田市蓮田根ケ谷戸公園 ◇4月 9 日、メジ

ロのさえずり（本多己秀）。 

蓮田市蓮田 ◇4月19日、チョウゲンボウ1 

羽、当地では久しぶり（本多己秀）。 

春日部市内牧 ◇3月27日、上空をツバメ飛

ぶ（鈴木紀雄）。 

上尾市藤波かおる幼稚園 ◇4月11日午前 7 

時10分、ヒョドリの渡り、妻とウォーキン

グ中、上空を低空でおしやべりしながら南

東から北西へ40羽＋。その後午前7日 25分

と 7日叔5分に各20羽＋が同じ方角へ渡って

行った（立岩恒久）0 

上尾市三ツ又沼ビオトープ ◇4月14日、上

尾市・川島町・川越市の境にある三ツ又沼

ビオトープで、まだいるクイナが、やって

来たヒクイナを追っ払っていた（鈴木昇）。 

上尾市中分 ◇4月14日午前7I拓0分、大宮

ゴルフコースの森にてセンダイムシクイ。 

いつものウォーキングコースの途中、やっ

と出始めたクヌギの新芽の頂上で「チオチ

オビー」と 3回さえずった。例年より早い

みたし、渡りの途中でしょう。その近くで

はヤマガラが「ズーズービン」と。メジロ

は忙しいさえずりをしていた（立岩恒久）。 

桶川市下日出谷 ◇4月26日午前 6時50分、 

エゾムシクイ、毎朝のウォーキング途中の

小さな林で「ヒーツーキー」のさえずりを

聞く（立岩恒久）。 

桶川市若宮 ◇4月29日午前 7時10分、ヒョ

ドリの渡り、30羽＋渡る（立岩恒久）。 

北本市石戸宿 ◇4月26日午後1時20分、 

オオョシキリ初認、アシ原にて「ギョギョ

シー」のさえずりを聞く（立岩恒久）。 

川口市西新井宿（森林） ◇4月28日、キビ

タキ子1羽、きれいな声でさえずっていた。 

新緑によく映える鳥だが、さえずらなかっ

たらおそらく見つからなかっただろう。ク

ロジ子1羽。キビタキと違い灰黒色で地味

な印象だが、これはこれで美しい色合いだ。 

コムクドリ 8羽。秋の渡りの頃になると良

く見られるが、春の渡りでは初めて見た。 

早が多い群れだった。オオョシキリ 1羽、 

珍しい鳥ではないが、アシ原が全くないこ

のフィールドではきわめて異例。渡りの途

中なのだろう。 4月29日、アカハラ1羽。 

もうすぐいなくなるだろうから、これで今

シーズンの見納めか（須崎聡）。 

狭山市入間川 ◇3月23日、広瀬橋付近でシ

マアジJl羽（小牧敏行）。 

川越市川越運動公園 ◇3月24日、ツバメ1 

羽（森本園夫）。 

川越市上寺山 ◇4月14日、部分白化のハシ

ボソガラス1羽。この個体は、農家の畑で

生ごみを食べていることが多いとのことで

す。観察は、午後12時15分頃から15分程度

でしたが、全身黒い普通のカラスと行動し

ていました（竹ノ谷房代）。 

深谷市本田 ◇3月31日、荒川白鳥飛来地上

流部右岸でツメナガセキレイ（亜種シベリ

アツメナガセキレイ）1羽。翌日以降は主

に左岸付近で確認。 4月 8 日、大麻生探鳥

会終了後には多くの人が観察。 4月14日、 

下流部で確認（鈴木敬）。 

皆野町美の山公園 ◇4月13日、舞い上がっ

たクマタカ、やって来たセンダイムシク

イ（鈴木昇）。 

表紙の写真 チドリ目セイタカシギ科セイタ

カシギ属セイタカシギ 

今年5月29日谷津干潟で撮影。磐化当日の

スクープショットでしょうカ、もしかしたら、 

センターが休日だった前日に購化したのかも 

しれません。 	松村禎夫（さいたま市） 
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ダイゼン（蟹瀬武男） 

「要予約」と記載してあるもの以外、予約

申し込みのlと要はありません。初めての方も、青

い腕章した担当者に遠慮なく声をおかけくださ

い。私たちもあなたを探していますので、ご

心配なく。 
参加費【ー般100 円、会員と中学生以下50 

円。持ち物：筆記用具、雨具、昼食、ゴミ袋、 

持っていれば双眼鏡などの観察用具も（なくて

も大丈夫）。 解散時刻】特に記載のない

場合正午から午後1時ごろ。悪天候の場

合は中止、小雨決行です。 

できるだけ電車バスなどの公共交通機関を

使って、集合場所までお出かけください 

北本市・石戸宿定例探鳥会 

期日】8月5日（日） 

集合】午前 9時、北本自然観察公園駐車場。 

交通】JR 高崎線北本駅西口アイメガネ前か

ら北里メディカルセンター病院行きバス 

8:31発で「自然観察公園前」下車。 

担当：浅見、岡安、大坂、内藤、島田、立

岩、永野（安）、永野（京）、山野、長谷

川 

見どころ】正直言ってこの時季、鳥は少な

いです。でも、ここ北本は自然がいっ

ぱい。野草好き、昆虫好きには絶好の

フィールドです。木陰を縫って公園を

散策しますが、暑さ対策は忘れずに！

スズメバチは黒い色に攻撃的になりま

すので、できるだけ白っぽい帽子や服

装でお出かけください。真夏の太陽の

下、オオョシキリの鳴く姿をじつくり

と観察するのも一興かと・・・・。 

熊谷市・大麻生定例探鳥会 

期日 8月 12 日（日） 

集合：午前 9時 30 分、秩父鉄道大麻生駅前。 

交通】秩父鉄道熊谷 9:09発、または寄居 

8:49 発に乗車。 

担当】中里、森本、和田、大津、倉崎、高

橋（ふ）、後藤、藤田（裕）、栗原、飛田、 

新井（巌）、千島、鵜飼 

見どころ】8月の大麻生はここ数年毎年の 

ように参加者が増えています。健康で

我慢強い一級のバードウォッチャーた

ちです。葉陰でひっそりと羽を休めて

いる換羽中の鳥や、渡り途中のシギ・

チドリ類を探してみましょう。木陰に

涼風を求めて、土手を歩きます。 

『しらこばと』袋づめの会 

とき：8月 18 日（土）午後 3 時～4 時ころ

会場】支部事務局 108 号室 

道順『浦和駅西口から県庁通りを少し進み、 

三菱 UFJ信託銀行角を左折、旭通り商

店街を抜けて高層ビル角の信号を直進、 

次の変形三つ又真ん中の道を進んだ右

側、 5階建ての建物（プリムローズ岸

町）。 

ご案内】暑さ真っ盛りですね。その中をお

出かけの袋づめ、ご苦労様です。今月

もよろしくお願いします。 

さいたま市・三室地区定例探鳥会 

期日】8月 19 日（日） 

集合：午前8時 15 分、京浜東北線北浦和駅 

東口。集合後バスで現地へ。または午 

前 9時、さいたま市立浦和博物館前。 

後援】さいたま市立浦和博物館 

担当】楠見、福井、倉林、渡辺（周）、若林、 

小菅、赤堀、新部、青木、増田、宇野

津、須崎 

見どころ：今年も夏の日差しはきつそうで 



「高原モズ」ってご存知ですか？ 

海老原美夫（さいたま市） 

図鑑には載っていません。種としてはモ

ズ科モズ（Lanius bucephalus bucephalus). 

亜種レベルでも普通のモズと同じです。 

モズ子は夏羽になると、羽縁の擦り切れ

と槌色で茶色味が薄く灰色味が強くなりま

すが、中でもより灰色味が強く、オオモズ

と間違えられそうな色になるモズがいて、 

「高原モズ」タイプと呼ばれています。夏

の間平地で一度繁殖を終えた個体が高原に

移動し、再度繁殖する時に灰色味が増すこ

とから「高原モズ」という名前がついたと

いう話もありますが、平地でも見かけるこ

とがあります。 

オオモズの腰

は白いが、高原

モズは白くない

などの識別点が 

I 一、 	 あります。 
にず 

(]月 1 日さいたま市で撮影） 

すが、 8月半ぱを過ぎると朝晩の風は

涼しくなります。見沼田んぼのあちこ

ちに、そんな季節の風景を探して歩き

たいと思います。稲は大きく育ち、ナ

シの実が実っています。夏の間でかけ

た旅先で出会った鳥や、久しぶりのふ

るさとのみやげ話などを語る探鳥会に、 

どうぞお出かけください。 

千葉県・ふなばし三番瀬海浜公園探鳥会 

期日：8月 19日（日） 

集合：午前 9時 30 分、JR 総武線船橋駅改

札口付近。集合後、京成バス 9:40 発船

橋海浜公園行きに乗車、終点下車。 

交通】JR武蔵野線南浦和 8:30→西船橋で

総武線乗り換え。 

担当：佐久間、菱沼（一）、玉井、斎藤、高

橋（優） 

見どころ】日本有数の渡り鳥の休憩地、三

番瀬では秋の渡りが始まっています。 

シギやチドリ、アジサシ、コアジサシ

をはじめ毎年いろいろな鳥が観察され

てきています。今年もどんな鳥たちが

訪れるか楽しみにしています。 

ここは日差しをさえぎる物がありま

せん。暑さ対策の帽子や飲み物など、 

しっかり用意してお出かけください。 

千葉県習志野市・谷津干潟探鳥会 

期日：8月 26日（日） 

集合】午前 9時 40 分、JR 武蔵野線南船橋

駅改札口付近。 

交通【 JR 武蔵野線武蔵浦和 8:35→南浦和 

8【 38→南船橋 9】29 着 

担当：杉本、菱沼（一）、手塚、長谷部、伊

藤（芳）、浅見、野村（修） 

見どころ：子育てが終わり、冬羽になって

南へ渡るシギ・チドリが主役です。幼

鳥たちも見られ、珍しい種類が出現す

るかも。干潟がおもしろい季節です。 

多少日陰はありますが、油断は大敵。 

鳥たちの秋の渡りが始まっても、太陽

はまだ夏の勢いです。負けないように

ご用心！ 

リーダー研修会（要予約） 

期日：9月 2日（日） 

※詳細は先月号をご覧ください。 

今年も親子探鳥会 

楠見邦博（さいたま市） 

6月 9 日（土）さいたま市立浦和博物館と

三室公民館共催の親子探鳥会が見沼田んぼ

周辺で開催され、楠見邦博、倉林宗太郎、 

新部泰冶、赤堀尚義が「鳥が歌う、見沼た

んぼはいいところ」をテーマにして、23 人

の参加者を指導しました。 

朝の挨拶では事前に出現する鳥を紙芝居

で説明するなど工夫をこらし、子供たちの

興味を盛り上げました。 

歩き始めてすぐに見られたカワセミに目

を輝かせ、カッコウの鳴き声に歓声を上げ

ていました。出現した鳥は 18 種でしたが、 

心配された雨も降らず、田んぼの風を受け

た楽しい探鳥会になりました。 



1月13日（日） 松伏町 緑の丘公園 
、 

参加【 26名 天気】B青 
	ノ 

カイツブリ カワウ ダイサギ アオサギ カル

ガモ コガモ ハシビロガモ チョウゲンボウ

オオバン イソシギ ユリかモメ セグロカモメ

シラコバト キジバト ヒバリ ハクセキレイ

セグロセキレイ タヒバリ ヒョドリ モズ ジ

ョウビタキ アカハラ ツグミ シジュウカラ

メジロ ホオジロ ホオアカ カシラダカ アオ

ジ オオジュリン カワラヒワ ベニマシコ シ

メ スズメ ムクドリ ハシボソガラス ハシブ

トガラス（37種）緑の丘公園は管理棟と南駐車場

が出来上がり 3月中に一部オープンすることにな

った。そのため、これまでのコースでは池に近づ

くことができず、造成地の中を進んだ。見晴らし

が悪く、カモ類はよく見られなかったが、ホオア

カやカシラダカなどの冬の草原の小鳥が多く楽し

めた。参加者からは造成地のままにしてほしいと 

の声まで飛びだした。 	 （橋口長和） 

/1月27-28日（土～日） 茨城県 平潟温泉、 

参加】29名 天気：晴 	
ノ 

カイツブリ ハジロカイツブリ カンムリカイツ 

ブリ カワウ ウミウ ヒメウ ダイサギ コサ 

ギ クロサギ アオサギ マガモ カルガモ コ 

ガモ オカョシガモ ヒドリガモ ホシハジロ 

キンクロハジロ スズガモ クロガモ ビロード

キンクロ シノリガモ ホシハジロ ミコアイサ

ウミアイサ カワアイサ ミサゴ トビ ノスリ

ハヤブサ チョウゲンボウ キジ オオバン ミ

ユビシギ ユリがEメ セグロかモメ オオセグ

ロカモメ ワシカモメ シロカモメ ウミネコ

ミツユビカモメ マダラウミスズメ キジバト

カワセミ ヒバリ ハクセキレイ セグロセキレ

イ ヒョドリ モズ ジョウビタキ イソヒョド

リ シロハラ ツグミ ウグイス ェナガ ヤマ

ガラ シジュウカラ メジロ ホオジロ アオジ

オオジュリン カワラヒワ ベニマシコ ウソ

シメ スズメ ムクドリ カケス ハシブトガラ 

ス ハシボソガラス（69種）温泉探鳥会第2弾。 

大宮を出発し、まずI調固沼をめざした。洞沼では

カEの中にハジロカイツブリの大群を見ながら49 

種と幸先のよいスタート。大竹海岸で昼食後、大

洗海岸、平磯と巡り、茨城最北の平潟温泉に到着

した。翌朝は平潟港を散策し、朝市でおみやげも

ゲット。朝食後、福島に入り勿来の関公園から沼

の内漁港を始めとした漁港をたどりながらゆっく

り楽しんだ。小名浜港で昼食後、お天気にも恵ま 

れた常磐路を後にした。 	 （橋口長和） 

2月11日（日） 熊谷市 大麻生 

参加】51 	名 天気】B青 

カワウ ダイサギ アオサギ コハクチョウ カ

ルガモ コガモ トビ オオタカ ノスリ キジ

オオバン キジバト カワセミ アカゲラ コゲ

ラ ヒバリ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒ

ョドリ モズ ミソサザイ ジョウビタキ アカ

ハラ シロハラ ツグミ ウグイス シジュウカ

ラ メジロ ホオジロ カシラダカ アオジ ア

トリ カワラヒワ ベニマシコ シメ スズメ

ムクドリ ハシボソガラス ハシブトガラス（39 

種）強い風が吹いていたので、アシ原と林の中を

通るコースを取った。スタートするとすぐモズ、 

ホオジロが出迎えてくれた。シジュウカラは早々

とさえずりが聞こえた。アシ原に出るとノスリが

舞っていた。悠々と気持ちよさそうだ。途中、小

川に沿ってコースを取る。突然足元からミソサザ

イが飛び立ち、幸運な数人が楽しめた。河原に出

ると早速カワセミが登場。コバルトブノL一の背中

が輝いている。相変わらずの人気だ。ベニマシコ

が随所で見られ、皆が楽しめた。 （中里裕―) 

/2月12日（月、休） さいたま市 大宮市民の森 

参加】115名 天気】日青 	ノ 

カイツブリ カワウ コサギ カルガモ コガモ

オナガガモ ホシハジロ クイナ バン オオバ

ン タシギ セグロカモメ キジバト カワセミ

コゲラ ヒバリ キセキレイ ハクセキレイ セ

グロセキレイ タヒバリ ヒョドリ モズ ジョ

ウビタキ シロハラ ツグミ ウグイス シジュ

ウカラ メジロ ホオジロ アオジ オオジュリ

ン カワラヒワ シメ スズメ ムクドリ オナ

ガ カケス ハシボソガラス ハシブトガラス 

(39種）穏やかな天気となった。開始前からヒバ 
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リの嚇りが聞こえていた。参加者が多く2グルー 

プに分けて開始する。市民の森では、シジュウカ

ラが気持ち良く嚇っていて季節の変化を感じた。 

芝J「に了は、常連のカワセミや期待のクイナ、オオ

ジュリンが出現し、その場を盛り上げた。カモた

ちは、下流に移動したようで種数、個体数とも少

なかった。参加者が多かったが、無事終了してリ 

ーダーー同ほっとした。 

2月18日（日） 本庄市 坂東大橋 

雨のため中止。 

2月18日（日） さいたま市 三室地区 

雨のため中止。 

 

2月24日（土） 東松山市 物見山 
	、 

 

 

 

参加】32名 天気】日青 

 

 

	ノ 

  

2月15日（木） 戸田市 彩湖 
	、 

参加】41名 天気】快晴 	ノ 

カイツブリ カンムリカイツブリ カワウ ダイ

サギ コサギ マガモ カルガモ コガモ ョシ

ガモ ホシハジロ キンクロハジロ ミコアイサ

オオバン セグロがEメ キジバト カワセミ

ヒバリ ハクセキレイ タヒバリ ヒョドリ モ

ズ ヒレンジャク アカハラ シロハラ ツグミ

ウグイス シジュウカラ メジロ ホオジロ ア

オジ カワラヒワ シメ スズメ ムクドリ ハ

シボソガラス ハシブトガラス（36種）湖に出て

すぐョシガモ、ホシハジロ。それにしても鳥は少

ない。釣堀わきで小休止。ヤドリギがあるので見

に行くと、居ましたヒレンジャク1羽。ここの探

鳥会では初めてだ。みんなでゆっくりと見て、ま

た湖畔へ。終わり近くにタヒバリとヒバリを見た。 

（倉林宗太郎） 

/2月H日（土） 滑川町 武蔵丘陵森林公園、 

参加】54名 天気】晴 
	ノ 

カイツブリ カワウ アオサギ マガモ カルガ

モ コガモ ョシガモ オカョシガモ ヒドリガ

モ ハシビロガモ オオタカ バン オオバン

キジバト アカゲラ コゲラ ハクセキレイ ヒ

ョドリ モズ ツグミ ウグイス ェナガ ヒガ

ラ ヤマガラ シジュウカラ ゴジュウカラ メ

ジロ ホオジロ アオジ カワラヒワ ベニマシ

コ ウソ スズメ ハシボソガラス ハシブトガ

ラス（35種）風がなく、穏やかな日和。暖冬のた

めか鳥は少なかったが、ゴジュウカラ、ベニマシ

コなどが出て、何とか盛り上がった。（喜多峻次） 

/2月17日（土） 『しらこばと』袋づめの会、 

ボランティア】7名 

新井浩、池田泰右、海老原教子、大坂幸男、尾崎

甲四郎、千野安以、藤掛保司 

ハイタカ ノスリ キジバト コゲラ ヒョドリ

モズ ジョウビタキ ツグミ ウグイス ェナガ

カワラヒワ メジロ ホオジロ カシラダカ ミ

ヤマホオジロ アオジ ベニマシコ ウソ スズ

メ ムクドリ ハシボソガラス ハシブトガラス 

(22種）ェナガ1羽しか出ない市民の森。強風の

ためカ、谷地田ではどうカ、先ずベニマシニ、次

にミヤマ君オスを参加者全員で観察。空にはノス

リ、ハイタカが舞う。物見山ではウソが出た。 

（島田恵司） 

 

2月24日（土） 上尾市 丸山公園 
	、 

 

 

 

参加】20名 天気】快晴 

 

 

	ノ 

  

カイツブリ カワウ コサギ？ アオサギ マガ

モ カルガモ オナガガモ オオタカ ノスリ

キジバト カワセミ コゲラ ヒバリ キセキレ

イ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒョドリ

モズ アカハラ ツグミ ヤマガラ シジュウカ

ラ メジロ ホオジロ カシラダカ アオジ ア

トリ スズメ ムクドリ カケス ハシボソガラ

ス ハシプトガラス（32種）強風で出現鳥は期待

薄と思っていたら、カワセミの池でしばらく振り

に主に会えたのでラッキー。カシラダカの群れを

見て土手に上がると、これまた真白き富士とオオ

タカの飛翻が見らわ満足この上もなし。お陰で台

風なみの強風の寒さも吹き飛んだ。 （大坂幸男） 

キジ（落合英ニ） 
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●シロハラクイナ2年連続繁殖・草取り体験

作業中止 

本誌5月号でもお伝えしたさいたま市桜

区塚本のシロハラクイナは、6月 28 日（木） 

朝、雛4羽が観察され、今年も繁殖したこと

が確認されました。 

実は、7月1日（日）には米作り体験の草取

りイ僕が予定されていたのですが、今年のシ

ロハラクイナは昨年より体験田に近い所で

営巣しており、鱒化がその日に近い時期にな

る見通しでしたので、相談の上、中止にして

いました。10数人が体験田に入ることなく、 

少人数に短時間で草取りをしていただいた

方が、シロハラクイナに与える影響が少なく

てすむだろうという判断でした。 

その7月1日、シロハラクイナ親1羽と雛 

4羽は朝7時頃に巣のあるアシ原から体験

田に移動し、午後4時半過ぎには、逆に体験

田からアシ原に戻るのが観察されました。 

草取り体験を中止したことでこの日は、シ

ロハラクイナ親子が体験田の中でのんびり

過ごせたようです。 

7月1日、アシ原に戻る親子（海老原美夫） 

●「正午」は「午前12時」です 

探鳥会解散時の「12時」は「午前12時」 

でしょうか、「午後12時」でしょうカ、役員

会で話題になりました。 

独立行政法人情報通信研究機構周波数標  

準課によれば、明治5年に出された太政官布

告三百三十七号で、「正午」は「午前12時」 

であり、それを1秒でも過ぎれば午後になる

と決められているとのことです。明治5年の

太政官布告！！ これは守らなければなりませ

ん。今後探鳥会解散時の表記に留意します。 

おまけですが、夜中の12時のことを「正子（し

ょうね）」と呼ぶことはご存知でしたカ、 こ

ちらは「午前0時」、「午後 12時」、どちらで

も良いように解釈できるとのことです。 

●事務局の予定 

8月4日（土）編集部・普及部・研究部会議。 

8月 11日（土） 9月号校正（午後4時から）。 

8月 18 日（土）袋づめの会（午後3時から）。 

8月 19 日（日）役員会（午後4時から）。 

●会員数は 

7月1日現在2, 251人です。 

活動報告 

6月9日（土） 7月号校正（海老原美夫・大坂幸

男・藤掛保司）。 

6月 17 日（日）役員会（司会：浅見徹、総会準

備・9 '12月行事予定・その他）。 

6月 18 日（月）「支部報だけの会員」に向けて7 

月号を発送（倉林宗太郎）。 

6月22 日（金）さいたま市みどり推進課主催、第 

2回見沼田圃ホームページ開設準備会に出

席（楠見邦博）。 

編集後記 

「ああ、カッコウが鳴いている」。今朝もカ

ッコウの声で目が覚めた。鳥の鳴き声ではカッ

コウが一番好きだ。実に清々しい。聞いた瞬間

に、幼かった頃からのいろいろな思い出が―度

に押し寄せてくる。不思議に思い出までもが

清々しい。ここ三郷市北部では毎年通過だけだ

が、今年は5月下旬から聞こえてきており、う

れしい限りだ（山部）。 
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